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は じ め に

わが貝塚市は、北に波静かな大阪湾、南に緑豊かな和泉山脈 とに接 し、恵まれた自然環

境を有する地域であります。その自然環境の良さか ら、市内にはわたくしたちの先人が残

した数多 くの遺跡があります。

これ らは貴重な歴史的 ・文化的遺産であり、後世に伝えるために保護を講 じることは、

現在に生きるわたくしたちに与えられた義務であります。 しかし、近年の都市化の波によ

る各種開発はこれらを破壊の危機にさらしています。

今回の調査 もこうした開発行為に伴 う事前調査でありますが、幾多の成果を得ることが

できましたので、ここに平成6年 度中に実施 しました市内埋蔵文化財緊急発掘調査結果の

一部を報告いたします。本書の刊行にあたりまして、皆様の文化財に対するご理解を深め

ていただくとともに、文化財の保護 ・保存、研究の一助 となれば幸いに存 じます。

なお、調査並びに本書作成にあたり、地元の方々をはじめ関係者各位には多大なご理解

ご協力を頂き、末筆ではありますがここに深 く感謝の意を表す次第であります。

平 成7年3月31日

貝 塚 市 教 育 委 員 会

教育長 福 井 旻 彦



例A

1.本 書は貝塚市教育委員会が平成6年 度に国庫補助金を受けて実施 した、大阪府貝塚市

域における埋蔵文化財緊急発掘調査のうち、貝塚寺内町遺跡の発掘調査にかかる結果の

概要報告である。

なお、平成5年 度実施分にっいても整理の都合から一部を本書に合わせて掲載 した。

2.発 掘調査は貝塚市教育委員会社会教育課、学芸員前川浩一、三浦基、上野裕子が担当

し、平成6年4月11日 より調査を実施 し、平成7年3月31日 に終了 した。

また、現地調査および本書作成 にあたる諸作業については、下記の諸氏の参加を得て

実施 したものである。

石橋孝子 稲田広美 木戸えり子 清水久子 高松誉枝子 藤井記代美 南 明美

3.本 書の作成にかかる執筆、編集 は前川が担当した。

4.整 理にあたっては、森村健一氏のご教示を得た。記 して感謝の意を表す。
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1 貝 塚 寺 内 町 遺 跡 の 調 査

1.位 置と環境(図2)

発掘調査を実施 したのは貝塚寺内町遺跡の一角である。

貝塚寺内町遺跡は貝塚市北部の大阪湾に面 して位置 し、砂帯部から中位段丘端部、海抜

2～9mを 測る地点 に立地する。16世 紀中頃に石山本願寺下の寺内としてとりたて られ、

以後、寺内町として栄え、慶安元(1648)年 の銘を持っ絵図によると、周囲には堀と土塁

が巡 り、防備の施 された城塁的都市であったことが窺える。

周辺の遺跡 としては、東には中世か ら近世の集落跡、窯跡と思われる津田遺跡、近世散

布地である東遺跡、中世の集落跡である堀秋毛遺跡、南には古墳時代以降の集落跡である

加治 ・神前 ・畠中遺跡、縄文時代以降の散布地、集落跡である脇浜遺跡が存在 し、南側の

遺跡を除 くと周辺 は中世以降に開けた地域である。

今回の調査地 は遺跡マーク地の南東部 にあたり、貝塚市中1543で ある。青山賢信氏によ

る慶安元年絵図照合では、北東～南西方向に掘 られた寺内町南東端部の堀部分にあたると

推定されている地点である。

図2調 査 地 位 置 図
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2.調 査の概要(図3)

開発計画にもとづき、調査対象地内南東部に1.5x7mの 調査地を設定 し調査を実施 し

た。

調査地 における層序は、上か ら順に、暗茶色砂(第1層 、約30c皿)、 明黄灰色土(第2

層、7～15cm)、 灰色砂礫(第3層 、20～35cm)が 堆積 し、その下が黄色礫 となる。

第1層 は既設建物にかかわる現代までのものと思われる。第2層 は土間状を呈 し、ほぼ

全面に陶磁器、瓦を含んで、整地されたものである。第2層 上面 にて遺構検出を行なった

が、遺構等は存在 しなかった。第3層 は上面はほぼ水平であるが、下面は北東から南西に

かけてゆるやかに下がって行 く。堆積は粗 く、上面付近に遺物が集中し、深 くなっている

部分に一部遺物が出土 している。

第2層 と第3層 では接合関係を持っ遺物があり、黄色礫上にやや低くなっていた荒地を

第3層 によって盛土 し、その後に第2層 を入れて整地 し、宅地としたことが考えられる。

出土遺物は第2層 、第3層 共に19世紀中頃までのものと思われ、遺物からも同時期と考

えられる。

図3調 査区配置図
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3.出 土 遺 物(図4～11)

調 査 で は近 世末 前 後 の陶 磁 器 、 瓦 等 が 多 数 出土 した。 そ の大 部 分 は第2層 、 第3層 よ り

出土 し、 それ ぞ れ の層 で は接 合 関 係 が あ る。

以 下 、 主 な もの にっ い て層 毎 に そ の概 要 を示 す。

第3層 出 土 遺 物

1～83は 第3層 出土 で あ る。

1～10は 第3層 最下 層 出土 で あ る。

1、2、4は 肥 前系 染付 、3は 瀬 戸 染 付 磁 器 で あ る。5、6は 陶器 で あ る。5は 行 平 で

外 面 に ス スが 付 着 して い る。6は 湯 のみ で あ る。5、6は 貝塚 市 堀 地 域 で焼 かれ た もの で

あ る。7は 肥 前 系 白磁 紅 皿 で あ る。8は 褐 色 釉 が か か る甕 底部 、9は 軒 丸 瓦 、10は ブイ ゴ

羽 口先 で あ る。

11～14は 第3層 最下 層 と上 部 で接 合 した もので あ る。

11～13は 陶 器 で あ る。11は オ リー ブ黄 色 の釉 のか か る土 瓶 で あ り、 内面 は茶 しぶ と思 わ

れ る変 色 が あ る。12は 褐色 釉 の か か る土 鍋 で あ る。13は 明緑 灰 色 の釉 の か か る湯 のみ で あ

る。11～13は 員 塚 市堀 地域 で焼 か れ た もの で あ る。14は 堺 す り鉢 で あ る。

15～83は 第3層 上 部 出土 で あ る。

15は 肥 前 系 染 付 碗 で あ る。 口縁 か ら体 部 に か けて 焼 継 ぎ痕 が あ る。16は 肥 前 系 磁 器 小 杉

碗 で あ る。17は 白磁 丸 碗 、18は 瀬 戸 染 付 磁 器 碗 で あ る。19～23は 瀬 戸 染付 磁 器 端 反 湯 の み

で あ る。23は 焼 継 ぎ痕 が 一 部残 る。24～28は 肥 前 系 染 付 筒 碗 で あ る。29、30は 肥 前 系 染 付

で あ り、29は 皿 、30は 水 指 で あ る。31は 肥前 系 青 磁 仏 飯 器 、32は 瀬 戸 染 付磁 器 仏 飯 器 、33

は産 地 不 明染 付 小 坏 で あ る。

34～36は 美 濃 御 深 井 水 甕 で あ る。37は 唐津 鉢 、38、39は 堺 す り鉢 で あ る。

40は 赤 褐 色 陶器 、41は 橙 色 陶 器 建 水 で あ る。42は 土 師質 植 木 鉢 、43は 瓦 質火入 れ であ る。

45は 暗赤 褐 色 釉 が かか る小 壺 で あ る。44は 焙 烙 で あ る。46～50は 柿 釉 の 灯 明皿 で あ る。50

は灯 さ ん形 を呈 す。51は 土 人 形 の 力 士 と思 わ れ る。

52～81は 陶器 で あ る。52は 土 瓶 で あ り、 暗緑 色 釉 が か か り、 京 都 三 年 坂 窯 の もの と思 わ

れ る。53～57は 土 鍋 で あ る。53、55は 褐 色 、54、56は 灰 オ リー ブ色 、57は 黄 褐 色 の釉 が か

か る。58は 柿 釉 の土 鍋 で あ る。 柳 川 鍋 な ど に使 用 した もの か。

59、60は 行 平 、61、62は 鉢 、63、64は 湯 の み、65は 盃 で あ る。66は 油 差 し、67は 蓋 物 と

思 わ れ る。68は 灯 さん 、69は カ ン テ ラで あ る。70は 褐 色 釉 徳 利 、71～74は 土 瓶 蓋 で あ る。
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図4第3層 出土遺物
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75は 急 須 蓋 、76は 土 瓶 蓋 で あ る。77は 急 須 蓋 と思 わ れ る。78は 蓋 物 、79、80は 行 平蓋 、81

は茶 入 れ 蓋 で あ る。

74は 褐 色 、76は 暗 オ リー ブ色 、81は 灰 黄 色 の釉 が かか り、他 に明記 しな い もの は灰 オ リー

ブ色 釉 が か か る。53～81は 貝塚 市堀 地 域 で 焼 か れ た もの で あ る。

82は 軒 丸 瓦 、83は 軒 平 瓦 で あ る。

図5第3層 出土遺物
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図6第3層 出土遺物
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第2層 出土遺物

84～89は 第2層 と第3層 とで接合 した ものである。

84は瀬戸染付磁器端反湯のみである。85は 灰オ リーブ色釉のかかる行平、86、87は 浅黄

色釉がかかる片口、湯のみである。88は 瓦質水甕、89は 褐色釉のかかる徳利である。

図7第3層 出土遺物
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図8第3層 出土遺物
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図9第3層 、第2層 出土遺物
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図10第2層 出土遺物
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図11第2層 出 土 遺 物
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85～87は 貝 塚 市堀 地域 で焼 か れ た もので あ る。

90～125は 第2層 出土 で あ る。

90～92は 肥 前 系 染 付皿 で あ る。93～97は 肥 前 系 染 付 で あ り、93は 丸 碗 、94、95は 広 東 碗

96、97は 筒 碗 で あ る。95は 図正 面 部 分 に焼 継 ぎ痕 が あ る。95は 肥 前 系 染 付 端 反 湯 のみ 、99

は瀬 戸 染 付 磁 器 端 反 湯 の み、100は 瀬 戸 白 磁端 反 湯 の み で あ る。101は 肥 前系 染付鉢 で あ る。

102は 瀬 戸 天 目碗 底 部 で あ る。

103、104は 柿 釉 灯 明 皿 で あ る。104は 灯 さん 形 を 呈 す。105は 瓦質 の もの 、106は 褐 色 釉

が かか る徳 利 と思 われ る。107、108は 堺 す り鉢 で あ る。109は 焙 烙 で あ る。

110～123は 陶 器 で あ る。110～112は 土 瓶 、113、114は 土 鍋 、115～117は 湯 の み 、118は

土 瓶 蓋 、119は 行平 蓋、120は 皿、121は 餌 入 れ 、122は 灯 明 皿 、123は 灯 さん で あ る。117は

高 台 内 に墨 書 が あ る。122は 外 面 に ス スが 付 着 して い る。110は 褐 色 、111～121は 灰 オ リー

ブの釉 が か か る。122、123は 灰 白色 の胎 土 に灰 白色 の釉 がか か る。

110～121は 貝 塚 市 堀 地 域 の もの で あ るが 、122、123は 産 地 不 明 で あ る。

124、125は 土 錘 で あ る。

時 期 的 に はや や 古 い もの も含 ま れ るが 、 瀬 戸 が や や 多 い こ とか ら19世 紀 中 頃 まで の も の

と思 わ れ る。

ま た、 陶 器 は貝 塚 産 の もの ば か りで は な く、 京 都 や 産 地 不 明 の もの が一部 含 まれて い る。

第3層 か らは、 土 鍋 、 行平 等 の素 焼 の ものが 出土 して お り、 陶器 生 産 に っ いて の何 らか

の手 掛 り に な る可 能 性 が あ る。
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II貝 塚 寺 内 町 遺 跡 の 調 査

1.位 置と環境(図2)

今回の調査地は遺跡マーク地の南部にあたり、貝塚市近木926-1で ある。青山賢信氏

による慶安元年絵図照合では、寺内を巡 る堀内側の土塁部分にあたると推定されている地

点である。

2.調 査の概要(図12)

開発計画にもとづき、今回開発する建物基礎部分に、1.5×IOmの 調査区を並行に2ケ

所設定 し、北側を第1区 、南側を第2区 として調査を実施 した。

調査地における層序は調査区毎に異なる。第1区 は北東部分が大きく削平されているが、

上から現代土、黒色土(第2層 、8～20cm)が 存在 し、その下に暗灰黄色土(SX-101)

がある。第2区 は上か ら順に、オリーブ黒色土(第3層 、10～15cm)、 暗オリーブ色土

(第4層 、15～20cm)が 存在する。地山は灰黄色礫である。 一

遺構は各調査区共に地山面上にて検出 した。

図12調 査 区 、 遺 構 配 置 図
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3.検 出遺構

調査では現代に削平された部分以外は、 ほぼ全面から遺構を検出した。時期は19世紀後

半頃と思われる。

以下、その主なものの概要を示す。

SX-101

本遺構は第1区 にて検出した性格不明遺構である。北東側が幅約1mを 削平されており、

南西側約40cmの 幅で第1区 の全面に広がっている。深 さは約20cmを 測 り、埋土は暗灰黄色

土である。遺物は陶磁器が多数出土 した。

SX-101は 調査当初は遺物包含層かと考えたが、第2区 に広がっていないこと、大破

片の陶磁器が多数出土 したことから遺構とした。

SX-201

本遺構 は第2区 にて検出した溝である。2段 掘 りであり、検出幅1。9m、 長 さ2m、 深

さ35c皿を測る。埋土は黄褐色土である。調査区外に広がるため全体にっ いては不明だが、

磁北方向に流れていたようである。遺物は陶磁器等が出土 した。

SX-202

本遺構は第2区 にて検出 した土抗である。調査区外に広がるため全体の規模は不明だが、

検出長4m、 幅1m、 深さ30cmを 測る。埋土 は暗オ リーブ色土である。遺物は陶磁器等が

出土 した。

SX-203

本遺構は第2区 の中央にて検出した溝である。調査区外 に広がるため全体の規模は不明

だが、検出長1.5皿、幅2.2m、 深さ55c皿を測る。埋土はオリーブ褐色土である。遺物 は土

師器片が少量出土 した。

4.出 土遺物

調査では、各遺構から陶磁器、瓦片等が多数出土 した。 トレンチ調査による部分発掘で

あるため、遺物の一括性とい6点 では弱いが、一応の内容はもっているものと思われる。

以下、その主なものにっいて、概要を示す。

SX-101(図13～16)

126～128は 瀬戸染付磁器である。126は 蓋、127、128は 丸碗である。127は 図上には示 し

ていないが、口縁部に焼継ぎ痕がある。129～131は 肥前系染付である。129、130は 丸碗、
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131は広東碗である。

132は肥前系と思われる湯のみである。133～135瀬 戸染付磁器端反湯のみである。136は

瀬戸染付磁器丸型湯のみである。口縁部分に焼継ぎ痕がある。137は 瀬戸と思われる白磁

小坏である。

138は肥前系磁器徳利、139は 肥前系白磁紅皿、140は 肥前系染付水指、141は 肥前系染付

水滴である。142は 瀬戸染付磁器銚子である。143は 肥前系染付大鉢であり、底部に焼継ぎ

痕がある。

図13SX-101出 土 遺 物
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144は 瀬 戸 火 鉢 と思 わ れ る。 図上 で は把 手 を3ケ 所 に示 して い るが、 残 存 は1ケ 所 の み

で あ る。 復元 で は六 角 形 に な る。

145は 土 人 形 で あ る。 大 黒 で あ る。146は 焙 烙 、147は 堺 す り鉢 で あ る。148、149は 土 師

質 の もの で あ り、 灰 白色 の や や 粗 い胎 土 に、 外 面 に は丸 ノ ミ削 り文 を 入 れ る。 香 炉 か火 入

れ か と思 わ れ る。

150、151は 土 師 質 の もの で あ る。150は 内 外 面 に指 頭圧 痕 が 多 く残 り、 壼 と思 わ れ る。

151は た こ壺 と思 わ れ る。152は 土 師 質 植木 鉢 で あ り、 赤 灰 色 を呈 す。

153は 砥 石 で あ る。 丸 ノ ミな どを砥 い だ ものか 、 中 央部 が 大 き く窪 ん で い る。

図14SX-101出 土 遺 物
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図15SX-101出 土 遺 物
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図16SX-101出 土 遺 物

154～179は 陶器 で あ る。

154は 灰 オ リー ブ色 の釉 が か か る土 瓶 、155は 青 土 瓶 、156は 山水 土 瓶 で あ る。 そ れ ぞ れ

底部 外面 に は ス スが付 着 し、154は 内面 が 茶 しぶ と考 え られ る変 色 が あ る。1571ま 急 須 で あ

るが 、底 部 外 面 に は ス スが付 着 して お り、 土 瓶 と して 使 用 され て い る。

158～161は 行平 で あ る。158は 灰 オ リー ブ色 の 釉、 そ れ以 外 は褐 色 の 釉 が か か る。 褐 色

釉 の もの は外 面 に粗 い トビガ ンナ を施 す。

162は 土 鍋 で あ り、 外 面 に トビガ ンナ を施 した 後、 部 分 的 に褐 色 釉 を か け る。163は 鉢 と

思 わ れ る。 灰 オ リー ブ色 の釉 が か か る。164、165は 小 壺 と思 わ れ る。164は 灰 白色 、165は

浅 黄 色 の 釉 が か か る。166は 火 入 れ で あ る。 暗 黄 灰色 の釉 が か か る。

167、168は 土 師 質 の もの で あ る。167は 皿 で あ り、 内外 面 に 指頭 圧 痕 が多 数 残 る。168は

器 種 不 明 で あ る。

169は 神 具 用瓶 で あ る。 銅 緑 釉 を か け るが 、 焼 成 不 良 で 白色 化 して い る。

170～173は 土 瓶 蓋 で あ る。170は 灰 オ リー ブ色 の釉 、171は 銅 緑 釉 、173は オ リー ブ褐 色

の釉 が か か る。172は 白色 の釉 に紺 色 の絵 をっ け る。

174は 灰 オ リー ブ色 の釉 が か か る灯 さん 、175は 淡 褐 色 の釉 が かか る秉 燭 で あ る。176～1

79は 灯 明 台 で あ る。 灰 白色 の粗 い胎 土 に、 淡 黄色 の釉 が か か る。

154、156～171、174、175は 貝塚 市 堀 地 域 で焼 かれ た もの と思 わ れ るが、155、172、173、

176～179は 他 産 地 の もの と思 わ れ る。
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図17SX-201出 土 遺 物
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図18SX-201出 土 遺 物
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図19SX-202出 土 遺 物

SX-201(図17、18)

180は 肥 前 系 染 付 で あ る。 底 部 に焼 継 ぎ痕 が あ る。181～183は 瀬 戸 染 付 磁 器 碗 蓋 で あ る。

182、183は 同 一 文様 で あ り一 組 の 中 の もの と思 われ る。184は 瀬 戸 染 付 磁 器 碗 で あ る。 染

付 の文 様 が182、183と 類 似 す るた め に セ ッ トとな る可 能 性 が あ る。

185は 瀬 戸 染 付 磁 器 端 反 湯 のみ 、186は 肥 前 系 染 付 小 鉢 、187は 肥 前 系 染 付 湯 のみ で あ る。

188は 肥 前 系染 付 鉢 で あ り、 復 元 で は十 角 に な るが、 破 片 の ため 不 明 で あ る。189は 肥 前 系

白磁 紅 皿 で あ る。

190は 土 札 で あ る。 左 側 面 に不 明瞭 な文 様 が あ る。191は 堺 す り鉢 で あ る。192は 黒 褐 色

を呈 し、 内面 に格 子 の タ タ キ を施 す 甕 と思 わ れ る。

193～202は 陶 器 で あ る。

193、194は 土 瓶 で あ る。 胎 土 は共 に浅 黄 色 を呈 し、193は 灰 白色 、194は 褐 色 の釉 を か け

る。

195は 行 平 で あ る。 胎 土 は灰 白 色 を呈 し、 外 面 上 部 に褐 色 、 内 面 に オ リー ブ黄 色 の 釉 を

か け る。 底 部 外 面 に は ス スが 付 着 す る。196は 急 須 注 口 で あ る。 灰 オ リー ブ 色 釉 の 上 に 白

泥 を っ け る。197は 行 平 把 手 で あ る。 褐色 釉 を か け、 上 面 に寿 の字 を入 れ る。198は 片 口、

199は 湯 の み で あ る。 共 に灰 オ リー ブ色釉 を か け る。

200は 土 瓶 蓋 で あ る。 灰 白色 の 釉 が か か る。201は 土 鍋 蓋 と思 わ れ る。 灰 オ リー ブ色 釉 の
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上に、 白色、茶色の釉がかかる。202は 急須蓋である。淡黄色釉の上にイッチンを入れる。

195、197～201は 貝塚市堀地域で焼かれたと思われるが、他は釉調、胎土がやや異なり、

他産地のものである可能性が高い。

203は砥石である。砂岩製で粗いものである。

SX-202(図19)

204は瀬戸染付磁器端反湯のみである。205は 肥前系染付鉢である。口縁部に焼継ぎ痕が

ある。

206～208は 陶器である。206は 片口、207、208は 行平蓋である。灰白色の胎土に灰オリー

ブ色の釉がかか り、貝塚市堀地域で焼かれたものと思われる。

209は柿釉の皿である。底部外面に回転系切 り痕を有す。

210は堺すり鉢底部である。

時期的にはやや古いものも含まれるようであるが、肥前系染付に対 し瀬戸染付が多いの

で、19世 紀中頃から後半頃の時期が与え られる。
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皿 貝塚寺内町の遺構 と出土陶器について

今回報告 した2ヶ 所の貝塚寺内町遺跡の調査では、 トレンチ調査による制約はあるもの

の、大きな成果が得 られたと思われる。成果の内容を大きく分けた場合、貝塚寺内町の遺

構と出土 した陶器の2点 について注目できる。

本稿では、これ ら2ヶ 所の調査から得 られたこれ ら2点 にっいて、その成果をまとめて

みたい。

貝塚寺内町の遺構

調査を実施 した2地 点 は、青山賢信氏による慶安元(1648)年 絵図照合図では、1地 点

が北東～南西方向に掘 られた寺内東端付近の堀にあたるとされる地点、II地 点が寺内南端

付近の堀内側土塁にあたるとされる地点であった。 しか し、調査では照合されているよう

な確実な堀や、土塁等の遺構 は検出されず、19世 紀代の遺構、包含層が確認で きた。

17世紀代の絵図照合と、調査による19世紀代の遺構等 とを直接比較することは、やや乱

暴であるので、事実関係を順に整理 したい。

まず、両地点共に19世紀には宅地化 されているということがあげられる。両地点共に、

やや古い遺物 も出土 しているので、少な くとも18世紀以降には宅地化されている可能性が

高い。

II地点にっいては、照合が合っている場合は、宅地化 によって土塁が削平されたという

ことが云えるが、土塁にっいては痕跡も確認できなかったため、その有無にっいて考える

ことは現状からは不可能である。

次に堀 と推定されている地点では、その存在は確認できなかったということである。

絵図の表現では空堀 という表現ではなく、水の入ったような状況が示されているようで

ある。 したがって、水中で稚積すると見 られる粘土などが確認できるはずである。しかし、

1地 点の調査では低い土地を造成 したような砂礫層を確認 し、粘土などの層は確認できな

かった。

また、北東～南西方向の堀があった場合、調査地点では北西に向かって地形が下がるこ

とが考え られるが、調査では北東から南西に向かってゆるやかに下がる地形変化が認めら

れた。

これらの点か ら、少な くとも調査区の部分には堀はなかったということが明 らかとなっ
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た。

慶安元年絵図を見 ると、街路、町屋、社寺 にっいては割合丁寧に描いているが、寺内周

囲の堀、周辺の村等は、寺内々部の街路等に比べるとそれほど丁寧には描かれていない。

し党がって、絵図そのままを信頼 し、照合することは大 きな危険性を持っていることが考

えられる。

今後 は、考古学成果を積み上げ寺内町の様相を明らかにする必要性がある。

出土陶器

今回の2ケ 所の調査では、19世 紀代の陶磁器等が多数出土 し、所謂 「伊賀 ・信楽焼系陶

器」 と呼ばれる陶器 も多数出土 した。

堀新遺跡調査報告の折、生産地にかかわってこれら陶器の持っ問題点にっいてまとめた

が、今回報告 した調査では、消費地における成果が得 られたので、 ここではこの面からこ

れ ら陶器の様相にっいてまとめてみたい。

まずは、これら陶器の使用される時代とその量 についてである。

市内の調査ではこれらの陶器が出土するものの、時代やその使用量等については明確 に

はなってお らず、他市等の調査例から、漠然と18世紀後半以降使用されているとしていた。

今回の調査では、これらの陶器が多数出土 した。部分発掘であるため、資料の一括性は

弱 く、その内容にっいて出土点数から定量的な分析はできないが、図化できたものの中で

の割合では半数近くこれ ら陶器が占め、19世 紀後半に至っても、 これら陶器が使用 され、

さらに、その使用量が増加することが明らかとなった。

次に、陶器の占める内容である。

使用目的か ら見て、直接食物を盛 る碗、皿、湯のみ等は、肥前系、瀬戸等の染付磁器が

その大半を占め、湯のみ、小皿 は一部 これらの陶器が入っている。それに比べ、食物を調

理する、直接火に掛けることなどは、土鍋類、土瓶がそのほとんどを占め、一部焙烙があ

る程度である。

18世紀までの出土例等では、焙烙は割合出土するものの、火に掛 ける陶器等はあまり無

く、鉄鍋等の使用が一般的であったことが推定できる。19世 紀になっての鉄鍋の使用等に

っいては、今回の調査では明 らかにできないが、火に掛けるということに関しては、19世

紀になってこれら陶器が大きな割合を占めることが指摘できる。

また、食物に関わること以外にっいても、灯明具や神具、餌入等、生活全般について、

これらの陶器が大きな比重を占めていたことがわかる。
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このように、19世 紀に入つて、これら陶器のもっ役割が大 きくなったことが指摘できる。

第3に は、生産、流通に関することである。

貝塚市堀地域では、 これ らの陶器を生産 していたことが確実となっている。生産の年代

や窯場の検出、名称など、その詳細にっいてはまだ多 くの問題を持っものの、出土例等か

ら検討すると、大阪府南部の生産地近郊で流通、使用されていることを堀新遺跡調査報告

の中で指摘 した。また、需要に対 して完全に堀地域での生産にて賜 っておらず、一部他産

地のものも流通 している可能性を考えた。

今回の1地 点では、京都三年坂窯の土瓶を確認 し、II地点では、明らかに堀地域のもの

とは胎土、釉調の違 うものが出土 し、従前に指摘 したことを補足する結果となった。

さらに、1地 点とII地点を比べた場合、II地 点の方が、生産地不明のこれら陶器が増加

しており、19世 紀中頃以降は堀地域の製品が減り、他産地のものが増加 したという傾向が

存在する可能性が考え られる。

堀地域の製品が減少するということは、その生産にかかわっていることが考えられるの

で、生産の縮小、廃業等があった可能性が想定できる。

これ らの陶器にっいてはまだ不明な部分 も多く、今回明らかとなった点にっいての裏付

けも、今後、調査例の増加を待って、さらに検討 しなければならない。
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2.SX-201南 東 よ り
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2.SX-203北 東 よ り
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